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研究成果の概要（和文）：スマートメーターが出力する30分間総消費電力量と時間帯別在不在アンケート結果を
用いて、居住者の生活状態を推定するアルゴリズム（見守りアルゴリズム）を開発した。また、30分間総消費電
力量ならびに各世帯に設置されたエアコンの30分間消費電力量を用いて、エアコンの動作状態を推定するアルゴ
リズム（熱中症予防アルゴリズム）を開発した。この生活状態推定アルゴリズムとエアコン動作状態推定アルゴ
リズムを実装した見守り・熱中症予防システムのプロトタイプを構築し、実際の独居高齢者7世帯を対象に、シ
ステムの性能検証試験を約18ヶ月間実施した。その結果、構築したシステムは十分な性能と実用性を有するもの
と判断した。

研究成果の概要（英文）：We developed an algorithm (watch over algorithm) to estimate the living 
condition of the resident using the 30-minute total power consumption output by the smart meter and 
the presence-absence questionnaire result by time zone. We also developed an algorithm (heatstroke 
prevention algorithm) to estimate the operating condition of the air conditioner using the total 
power consumption for 30 minutes and the power consumption of the air conditioner installed in each 
household. We constructed a prototype of a watching and heat stroke prevention system that 
implemented this life condition estimation algorithm and air conditioner operation condition 
estimation algorithm, and conducted a system performance verification test for about 18 months for 
seven elderly people living alone. As a result, it was judged that the constructed system had 
sufficient performance and practicability.

研究分野：電気工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：スマートメーターによって電力会社を経由して得られる世帯毎の電力量データを活用して、見守り
ならびに熱中症予防をはかるための具体的なアルゴリズムを開発し、これらを実装したプロトシステムを構築し
て性能検証試験によって、その性能と実用性を検証したこと。
社会的意義：スマートメーターは電力会社の負担で我が国の全ての世帯に導入されるため、このスマートメータ
ーによって電力会社を経由して得られる世帯毎の電力量を活用することで、我が国の全ての世帯を網羅する見守
り・熱中症予防システムを安価かつ効率的に構築できることを明らかにしたこと。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
1) 独居高齢者について 
独居高齢者などの単身世帯の孤独死、老々介護世帯や生活弱者世帯の孤立死、さらに猛暑期
には、これら世帯における宅内での熱中症発症が全国的な社会問題となっている。このため、
これらの世帯を効率的かつ効果的に見守り、孤独死・孤立死ならびに熱中症発症を防ぐ体制の
整備が急ぎ求められている。しかし、介護支援法によって我が国の全ての地域に開設された地
域包括支援センターや、民生委員、自治会などが、対象世帯毎に連絡を取る、あるいは戸別に
訪問するような人的見守りの方法ではすでに限界にきている。これは、その地域における見守
り対象の候補世帯数が多いことだけにとどまらず、その時点において、多数ある候補世帯のう
ち、どの世帯に最も注意を払うべきかをリアルタイムにスクリーニングする術がないからにほ
かならない。このため、その時点において最も注意を払うべき世帯を自動的かつリアルタイム
にスクリーニングして、限られた要員を有効に機能させるための支援システムが不可欠である。
無論、そのシステムがその地域の社会インフラとして、その地域を網羅するとともに、安価か
つ効果的に構築できるものでなくてはならない。 
 
2) スマートメーターについて 
電力会社はスマートメーターを我が国の全ての家庭に設置すべく作業を開始している。全て
の家庭への設置完了は 2024 年度末の予定である。スマートメーターは、住居の給電線入口に
設置されている従来式（電気機械式）の電力量計に替えて設置され、当該家庭の電気使用量（消
費電力量）を 30 分毎に計測して、データを電力会社ほかに自動送信する。これによって家庭
毎の電気使用量の遠隔検針が可能になるほか、データは「電気使用量の見える化」による節電
の促進や電気需要のピークカットのために活用される。さらに、スマートメーターを活用した
新しい顧客サービスの検討が進められており、スマートメーターを活用した独居高齢者の見守
りも検討候補の一つとしてしばしば取り上げられているが、具体的な提案は本研究以外に見当
たらない。 
 
 
２．研究の目的 
独居高齢者や老々介護世帯などの孤独死・孤立死、ならびにこれら世帯の猛暑時における宅
内での熱中症発症を防止するため、2024 年度末までに我が国の全ての家庭に設置されるスマー
トメーター（家庭の電気使用量を 30 分毎に計測して電力会社ほかへ送信）のデータを活用し
て居住者の生活状態ならびにエアコンの動作状態を推定するシステムを開発し、検証試験によ
って有効性を実証する。本システムは、多数ある見守り対象の候補世帯の中から、その時点に
おいてどの世帯に最も注意を払うべきかをリアルタイムにスクリーニングするシステムである。
これによって、地域や自治体などが行っている電話や訪問による人的見守りでは限界にきてい
る現状を劇的に改善し、限られた要員で効率的かつ効果的に地域全体を見守ることを本研究の
目的としている。 
 
 
３．研究の方法 
 電力中央研究所の保有するデータ（独居高齢者世帯 11 世帯の 1 分毎総負荷電流（1 年分）
ならびにその期間における居住者の時間帯別在不在状況アンケート結果）を用いて、スマート
メーターが出力する 30 分間総消費電力量から居住者の生活状態推定アルゴリズムを開発する。
また、大阪大学の保有するデータ（実家庭 38 世帯の 30 分間総消費電力量ならびにエアコンの
30 分間消費電力量（2 年分））を用いて、30 分間総消費電力量からエアコンの動作状態推定ア
ルゴリズムを開発する。これらのアルゴリズムを実装した見守り・熱中症予防システムのプロ
トタイプを開発し、10 世帯程度の独居高齢者世帯を対象に検証試験（18 ヶ月）を実施し、そ
の有効性を検証する。 
 
 
４．研究成果 
 電力中央研究所が保有する独居高齢者 11世帯の 1分毎総負荷電流（1年分）を用いてスマー
トメーターが出力すると想定される 30 分間総消費電力量のデータベースを作成し、このデータ
ベースとその期間における居住者の時間帯別在不在状況アンケート結果を用いて、居住者の生
活状態を推定するアルゴリズム（見守りアルゴリズム）を開発した。また、大阪大学が保有す
る実家庭38世帯の30分間総消費電力量ならびに各世帯に設置されたエアコンの30分間消費電
力量（2年分）を用いて、30 分間総消費電力量からエアコンの動作状態を推定するアルゴリズ
ム（熱中症予防アルゴリズム）を開発した。 
 この生活状態推定アルゴリズムとエアコン動作状態推定アルゴリズムを実装した見守り・熱
中症予防システムのプロトタイプを構築した上で、実際の独居高齢者 7世帯を対象に、システ
ムの性能検証試験を約 18ヶ月間実施した。収集したデータを用いてプロトタイプの性能向上を
図るとともに、その有効性の検証を行った。その結果、構築した見守り・熱中症予防システム



は十分な性能と実用性を有するものと判断した。 
 以上の成果は、電気学会の電子・情報・システム部門誌に１件（査読付論文）および関東学
院大学理工／建築・環境学会研究報告に１件（査読付論文）が掲載された。また、電気学会の
電子・情報・システム部門大会において 6件、電気学会の全国大会において２件、IEEE（米国
電気電子学会）の International Conference on Consumer Electronics（国際会議）において
２件、IEEE の Global Conference on Consumer Electronics（国際会議）において２件発表し
た。さらに特許も 1件出願した。 
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